
６ 本時の目標と展開（授業① ６年１組） 

（１）本時の授業構想図 

本時のねらい 
距離と時間のどちらも異なる場合において，単位量当たりの大きさの考え

を基に，速さの比べ方を式を用いて考えることができる。 

   

振り返り 

「距離も時間も違う場合でも，どちらかをそろえれば速さを比べられることが

分かった。最初は公倍数でそろえるのがいいと思ったが，一度にたくさん調べ

られる単位量当たりの考えが便利だ。」 

 

本時のバージョン

アップされた考え 

速さは，距離と時間のどちらかをそろえれば比べられる。 

「単位量当たりの考え」はどんなときも比べられる。 

 

本時の「しなやかに

考える子ども」の姿 

「公倍数の考え方より，単位量当たりの考え方の方が，一度にたくさん比

べるには便利だ。」 

しなやかさに欠け

る子どもへの支援 

「公倍数」の考え方に固執してしまう児童には，「もしも，ＤくんやＥく

んもいたら…」と調べる人数が多くなった場合について考えさせる。 

 

ギャップを乗り越

えさせるための 

算数的活動 

「公倍数」や「単位量当たり」の考え方でどちらかの数値をそろえて速さ

比べをした後，二つの考え方を比較させ，利便性について話し合わせる。 

 

ギャップ 

（違いやつまずき） 

「距離」も「時間」も違う場合でも，速さは比べられるのだろうか。 

「公倍数でそろえる考え」の方が良いのではないか。 

 

既 習 平均，単位量当たりの大きさ 

 

問 題 どちらが速いのだろう 

 

評価規準 
単位量当たりの大きさの考えを基に，速さの比べ方を式を用いて考え，説

明している。（数学的な考え方） 

評価の具体 

十分満足と判断される状況 努力を要する状況の児童への手だて 

単位量当たりの大きさの考えを

基に，速さの比べ方を式や図，言葉

で分かりやすく説明している。 

 式の数値が何を表しているのか，

単位をつけたり図で確かめさせたり

する。 

 



（２） 本時の目標 

距離と時間のどちらも異なる場合において，単位量当たりの大きさの考えを基に，速さの比べ方を

式を用いて考えることができる。 

（３） 本時の展開 

段

階 
学習内容と予想される児童の反応 

留意点（・）と評価（□） 

しなやかに考える子どもの姿（※） 

つ 

か 

む 

３ 

分 

１ 前時の内容を想起する。 

○ 問題を確認する。 

 

 

 

○ 本時の学習課題と自分の考えを確認する。 

  

○ ＡさんとＣさんの速さを比べるにはどうしたらいい

でしょうか。 

・「距離」か「時間」のどちらかをそろえるといい。 

 きょり（ｍ） 時間（秒） 

Ａさん ４０ ８ 

Ｂさん ４０ ９ 

Ｃさん ５０ ９ 

 

・前時の学習内容の掲示を示しながら，

問題や学習課題，解決方法の見通しを

確認する。 

 

 

 

・前時では，本時の自力解決までを行い，

本時は各自の考えの発表から入る。 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

つ 

く 

る 

25 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学び合う 

○ どのように距離や時間をそろえて，ＡさんとＣさんの

速さを比べたのか発表してください。 

 

 ア 距離を公倍数の 200ｍにそろえて比べた。 

   （200ｍ進むのに何秒かかるか） 

Ａさん  ２００÷４０＝５ 

８×５＝４０（秒） 

Ｃさん  ２００÷５０＝４ 

９×４＝３６（秒） 

    答え 距離が等しければ時間の少ない方が速い

のでＣさんが速い。 

 

イ 時間を公倍数の 72 秒にそろえて比べた。 

  （72 秒間にどれだけ進むか） 

Ａさん  ７２÷８＝９ 

４０×９＝３６０（ｍ） 

Ｃさん  ７２÷９＝８ 

５０×８＝４００（ｍ） 

    答え 時間が等しければ距離の長い方が速いので

Ｃさんが速い。 

 

 

 

・児童の流れに合わせ，公倍数の考え方

から取り上げる。 

 

・アの考えを取り上げた際に，実際には，

スタートからゴールまでずっと同じ速

さで走ることはできないが，平均して

同じ速さで走ったとしたらという前提

もおさえておきたい。 

 

・「距離が等しい場合，距離の短い方が速

く，時間が等しい場合，距離の長い方

が速い」という答えの数値の意味をし

っかりおさえる。 

 

・ＡさんとＣさんではＣさんが速いこと

を確認する。また，公倍数の考え方で

距離か時間をそろえれば，速さを比べ

ることができることも押さえる。 

 

※（仮説１に関わって） 

  速さの比べ方について，自分の考え

を説明したり，自分の考えと比較しな

がら友達の考えを聞いたりしている。 

「公倍数の考えを使えば，距離か時間

距離も時間も違う場合の速さの比べ方を考えよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                

○ まとめましょう。 

 

  

 

○ 公倍数の考え方以外で，距離や時間をそろえる方法は

ないでしょうか。 

 

ウ 距離を単位量の１ｍにそろえて比べた。 

  （１ｍ当たりにかかった時間） 

Ａさん  ８÷４０＝0.2（秒） 

Ｃさん  ９÷５０＝0.18（秒） 

 

 エ 時間を単位量の 1 秒にそろえて比べた。 

   （1 秒間当たりに進んだ距離） 

Ａさん  ４０÷８＝５（ｍ） 

Ｃさん  ５０÷９＝5.555…（ｍ） 

 

○ １にそろえる考え方でも，速さを比べることができま

したね。単位量当たりの考え方と，公倍数の考え方を比

べて，気づいたことをノートに書きましょう。 

・公倍数のやり方は，計算が簡単にできそうだ。 

・公倍数の考えは，もし調べる人数が多かったら見つけ

るのが難しそうだ。 

 ・単位量当たりの方法は，調べる人数が増えてもだいじ

ょうぶ。 

・公倍数に比べて，単位量当たりで比べる方法は，一度

にたくさんの速さを比べられるから便利だと思う。 

のどちらかをそろえられるね。」 

「５年で学習した混み具合を比べたと

きの考え方は使えないかな。」 

 

・児童から単位量当たりの大きさで比べ

る考えが出ない場合には，「もしも，Ｄ

くんや Eくんもいたら」と問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（仮説２に関わって） 

二つの考え方のそれぞれの良さや難し

さをノートに書いたり，公倍数か単位

量当たりの考えのどちらの方法が便利

かを説明したりしている。 

「公倍数の考えは計算が簡単そうだけ

ど，調べる人数が多くなると難しく

なる。」 

「単位量当たりの考えは一度にたくさ

ん比べられるから便利だ。」 

 

考 単位量当たりの大きさの考えを基

に，速さの比べ方について説明して

いる。（ノート，発言） 

 

距離も時間も違う場合，どちらかをそろえれば速さを比べ

ることができる。 



３ 学習のまとめをする。 

 

 

 

４ 適用問題を解く。  

 ・すしの進む速さは，どの店が速いでしょう。 

   Ａ店…５分間に３５ｍ 

   Ｂ店…２分間に１６ｍ 

   Ｃ店…８分間に６０ｍ 

・公倍数の考え方のよさも認めつつ，一

度にたくさんの速さを比べる場合や，

最小公倍数がすぐに見つけられない場

合などを示し，「単位量当たり」の考え

方のよさを全体で確認する。 

・「１分間当たりに進んだ距離」で比べ，

立式や答えの数値の意味を全体で確認

する。 

 

つ

な

げ

る 

10

分 

５ 学習の振り返りをする 

○ 今日は，どんな課題を，どんな方法で解決しましたか。 

・距離も時間も違う場合でも，距離か時間のどちらかをそ

ろえれば速さを比べられることが分かった。 

・最初は公倍数でそろえるのがいいと思ったが，一度にた

くさん調べられる単位量当たりの考えが便利だと思っ

た。 

・速さを比べるときも，単位量当たりの考え方を使えばい

いことが分かった。5 年のときの「混み具合」を比べる

ときと同じだと思った。 

６ 次時の学習内容を知る 

 

・板書を基に本時の学習をふり返り，方

法知について確認をする。 

  

 

 

 

 

 

 

・次時は，自分の歩く速さを実際に計測

し，距離か時間のどちらの単位量当た

りの比べ方が便利かを話し合う。 

 

（４）本時の板書 

 

 
問題  Ａさん… ４０ｍ ８秒 

      Ｂさん… ４０ｍ ９秒 

      Ｃさん… ５０ｍ ９秒 

ＡさんとＣさんではどちらが速

いのだろう。  （答え Ｃさん） 

課題  きょりも時間も違う場合の速さの比べ

方を考えよう 

ァ きょりをそろえ

て（200ｍ）比べる 

式 

ィ 時間をそろえ

て（７２秒）比べる 

式 

練習問題 すしの進む速さ比べ 

Ａ店…５分で３５ｍ    35÷5＝7 

Ｂ店…２分で１６ｍ    16÷2＝8 

Ｃ店…８分で６０ｍ    60÷8＝7.5 

     答え Ｃ店が速い 

まとめ  

① 距離も時間も違う場合，どちらかをそろえ

れば速さを比べることができる。 

② 単位量当たりの考えだと，どんなときも比

べられて便利。 

エ  時間をそろえ

て（１秒）比べる 

式 

ウ  きょりをそろえ

て（１ｍ）で比べる 

式 

「きょり」 か 「時間」の 

どっちかをそろえればできそうだ 

公倍数の考え １当たり量＝単位量当たりの考え 

一度にたくさん比べられる 簡単に計算できる 

単位量当たりの考えだと，どんなときも比べられて便利。 
ま 

と 

め 

る 

７ 

分 

 


